
二つの視点からの
アプローチ

テンプレートを活用した
迅速なプロジェクト推進

当社は、ノウハウを凝縮したテンプレートを有
しています。これを活用し、迅速にプロジェク
トを推進していきます。

M＆A効果を最大化する
KPI設定

最終目標を明確化し、段階的にアプローチや
手順を設計。M&A効果の最大化をめざして、
着実にプロジェクトを遂行します。

それぞれの企業の業務視点とシステム視点
から評価。Day1でめざすべき統合のレベル
を策定します。

日系企業がグローバル化を進める有効な手段の一つに、M&A
があります。しかし、国や地域が異なる企業では、業務の進め方
やIT資産の状況に大きなかい離があり、ここを合致させなければ
M&Aの効果が十分に発揮されないでしょう。資産の増加、売上
収益の拡大、低コストの実現など、シナジーを迅速かつ最大化す
るためには、スムーズな業務・システムの統合が不可欠です。
日立コンサルティングは、日立グループ自身のM&Aプロジェクトの
遂行はもちろん、これまで多くのグローバルM&Aを支援してきまし
た。そこで培ったプロジェクトの知見、経験を生かし、確実なDay1
を迎えるための暫定対応から、統合効果を最大化する恒久対応
（PMI：Post Merger Integration）まで、あるべき業務・シ
ステム統合の一貫したプロジェクト構想とその推進をサポートします。

グローバルM&Aコンサルティング －業務＆IT統合支援－

M&A後の適切な業務・システムの在り方の
構想から恒久対応まで幅広くサポートし、
プロジェクトを成功に導く
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統合レベル

現状分析の
アセスメントシート

全体プロジェクト
計画書

Day1
プロジェクト計画書

PMI
プロジェクト計画書

グローバル
業務プロセス
テンプレート

グローバル
システム統合構築
プロジェクト管理手法

プロセスとタスク
相互企業の業務・システム分析、構想策定からプロジェクト推進まで一貫して支援いたします。

現状の業務・システムの状態
からDay1まで業務・システム
統合のロードマップ定義

Day1後のPMIのロードマップ
定義

業務・システム統合のための
プロジェクト計画書作成

プロジェクト評価に用いる目
標のKPI設定

計画書作成
相互企業の現行業務を調
査

相互企業の現行システムを
調査

現行課題を分析

現状分析のアセスメント結果
を受けてDay1に必要な業
務・システムのTo-Beを定義

M&A効果を最大化するため
の、将来的なあるべき業務・
システムを定義

現状分析

目標設定

Day1に向けた、業務・システ
ム統合のためのプロジェクト活
動を推進

相互企業の統合対象の業
務・システムのTo-Beを定義
し、合意形成と、Day1に向
けた準備

PMIでめざすあるべき業務・
システムの統合のためのプロ
ジェクトを立ち上げる準備

Day1 業務・システム整備

PMIプロジェクト準備

Day1後のPMIフェーズでは、
統合後のシナジーを最大化
する業務・システムのあるべき
姿を具体化

統合対象の業務・システムの
To-Beを定義し、合意形成
と目標達成に向けた、プロ
ジェクト活動の推進

PMI業務・システム整備

PMIプロジェクトDay1プロジェクト構想策定フェーズ

①新会社としての
決算報告書作成

①+②会計処理の一元化
⇒会計業務のシェアド化

①＋②＋③受発注・在庫管理
を共通化・一元化

⇒受発注業務のシェアド化

①＋②＋③＋④製造工程を
共通化・一元化

⇒製造コストの最適化

業務統合
内容と
期待効果

製造業務標準化SCM業務標準化会計業務統合決算統合業務視点

レベル4レベル3レベル2レベル1レベル 低 高

①それぞれのシステムの
データを参照

①+②サーバを物理的に
1カ所に集約

⇒HWコストの低減

①＋②＋③アプリケーションを
共通化

⇒SWコストの低減

①＋②＋③＋④DBや
データ内容を共通化

⇒データ利活用効果促進

システム統合
内容と
期待効果

データ統合アプリケーション統合物理統合論理統合システム視点

Day1の目標
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